
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
工具（１）のシャンク部（２）に当接するホルダー（７）の外筒（６）の先端に絞り部（
８）を形成し、一つのホルダー（７）に複数種類の工具（１）を保持できるようにしてな
る工具のホルダー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は工具のホルダーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に工具１は図４、５示のようにシャンク部２、フランジ部３及びツールを差し込むコ
レット４等を有するチャック部５とよりなる。而してこれを収納するには工具１をそのシ
ャンク部２に当接する外筒６を有する図６示のような筒状のホルダー７内に差し込み、こ
のホルダー７は例えば実用新案登録第３０８３６５１号の保管棚にビス、螺子、差し込み
式バヨネット等で多数固定していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし工具１には図４、５示のように型式、径の異なったものが種々多種類ある。例えば
図４示の第１列のＪＩＳ－Ｂ６１０１はシャンク部２、フランジ部３のみである。図４示
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の第２列のＰＡＴビッグプラス（大昭和精機株式会社）はシャンク部２、フランジ部３、
チャック部５よりなる。図４示の第３列はＪＩＳ－Ｂ６３３９はシャンク部２、フランジ
部３、チャック部５よりなる。
【０００４】
図５示の第１列のＩＳＯ１２１６４１（国際標準化機構）はシャンク部２、フランジ部３
、チャック部５よりなる。図５示の第２列のＮＣ５シャンク（株式会社日研工作所）はシ
ャンク部２、フランジ部３、チャック部５よりなる。図５示の第３列のＫＭシャンク（ア
メリカ）はシャンク部２、フランジ部３、チャック部５よりなる。
図４、５示において、上段は大型（１００ｍｍ）、中段は中型（６３ｍｍ）、下段は小型
（４６ｍｍ）でそれらの下には夫々型式番号を示す。
【０００５】
またそれに応じてホルダー７にも図６示のように型式、径の異なったものが種々多種類あ
る。図６（イ）はＡ型でシャンクの長いもの用である。図６（ロ）はＢ型でシャンクの短
いもの用である。図６（ハ）はＣ型でシャンクの長さの中間のものである。従ってその保
管棚の数は膨大な数となり、その保管スペースは大きく要し、無駄で不経済であった。
本発明はかかる欠点を除去するもので、一つのホルダー７に多種類の工具１を保持できる
ようにして、その保管スペースを節減できるようにしたものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の請求項１は、工具（１）のシャンク部（２）に当接するホルダー（７）の外筒（
６）の先端に絞り部（８）を形成し、一つのホルダー（７）に複数種類の工具（１）を保
持できるようにしてなる工具のホルダーである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
図１（イ）、（ロ）は本発明の一実施の形態の断面図である。工具１は図４、５示のよう
にシャンク部２、フランジ部３及びツールを差し込むコレット４等を有するチャック部５
とよりなる。またホルダー７は筒状で、工具１のフランジ部３に当接し、工具１のシャン
ク部２に当接する外筒６を有する。この工具１のシャンク部２に当接するホルダー７の外
筒６の先端には更に中心に向かって縮小する小径の絞り部８を形成する。
【０００８】
図１（イ）はこのホルダー７に図５の第１列の上段に示す型式番号ＨＳＫ－Ａ１００の工
具１を挿入した場合、（ロ）はこのホルダー７に図４の第３列の上段に示す型式番号ＢＴ
５０の工具１を挿入した場合を示す。図１（イ）示のように短いシャンク部２の場合は絞
り部８はその端面に当接し、図１（ロ）示のように長いシャンク部２の場合はシャンク部
２が絞り部８を貫通して延長する。従って一つのホルダー７に複数種類の工具１を着脱自
在に保持できる形状である。
【０００９】
図２（イ）、（ロ）は本発明の他の実施の形態の断面図である。この工具１のシャンク部
２に当接するホルダー７の円錐状の外筒６の先端には更に小径の絞り部８を形成する。従
ってホルダー７はプラスチックよりなる一体に成形できる形状である。
【００１０】
図２（イ）はこのホルダー７に図５の第１列の中段に示す型式番号ＨＳＫ－Ａ６３の工具
１を挿入した場合、（ロ）はこのホルダー７に図４の第３列の中段に示す型式番号ＢＴ４
０の工具１を挿入した場合を示す。図２（イ）示のように短いシャンク部２の場合は絞り
部８はその端面に当接し、図２（ロ）示のように長いシャンク部２の場合はシャンク部２
が絞り部８を貫通して延長する。
【００１１】
図３（イ）、（ロ）は本発明の他の実施の形態の断面図である。この工具１のシャンク部
２に当接するホルダー７の多段円錐状の外筒６の先端には更に中心に向かって縮小する小
径の絞り部８を形成する。従ってホルダー７はプラスチックよりなる一体に成形できる形
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状である。
【００１２】
図３（イ）はこのホルダー７に図５の第２列の下段に示す型式番号ＮＣ５－４６の工具１
を挿入した場合、（ロ）はこのホルダー７に図４の第３列の下段に示す型式番号ＢＴ３０
の工具１を挿入した場合を示す。図３（イ）示のように短いシャンク部２の場合は絞り部
８はその端面に当接し、図３（ロ）示のように長いシャンク部２の場合はシャンク部２が
絞り部８を貫通して延長する。従って一つのホルダー７に複数種類の工具１を着脱自在に
保持できる。
【００１３】
【発明の効果】
以上のように本発明では工具１のシャンク部２に当接するホルダー７の外筒６の先端に絞
り部８を形成しているので、一つのホルダー７に複数種類の工具１を保持できる。従って
その保管棚の数は少なくてすみ、またその保管スペースは大きく節減され、経済的である
。
【図面の簡単な説明】
【図１】（イ）、（ロ）は本発明の一実施の形態の断面図である。
【図２】（イ）、（ロ）は本発明の他の実施の形態の断面図である。
【図３】（イ）、（ロ）は本発明の更に他の実施の形態の断面図である。
【図４】多種類の工具の側面図である。
【図５】同多種類の工具の側面図である。
【図６】（イ）、（ロ）、（ハ）は従来のホルダーの３例を示す側面図および斜視図であ
る。
【符号の説明】
１．．．．工具
２．．．．シャンク部
６．．．．外筒の先端
７．．．．ホルダー
８．．．．絞り部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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